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子どもの未来を守るために

子どもへの虐待を防ごう
　11月は「児童虐待防止推進月間」です。子どもへの虐待を
早期に発見するには、同じ地域で暮らす私たちの〝気づき〞が
何よりも大切です。子どもたちの健やかな成長を地域ぐるみ
で見守り、支援していきましょう。

楽しく子育てができる地域づくりを進めます
　近年、親による子どもへの虐待が
大きな社会問題となっています。こ
うした虐待の原因の一つとして、親
が子育ての悩み・不安、あるいは周
囲からの孤立や家庭の不和などによ
るストレスを抱えた時に、誰にも助
けを求めることができない状況に置

かれてしまうことが挙げられます。
　そこで区では、子育ての悩み・不
安などに関する相談窓口や、親同士
が気軽に集まり話せる場を設けるな
ど、親が子育てを楽しめ、子どもが
健全に成長できる地域づくりを進め
ています。

子どもを救うのは、あなたの”気づき”です
　虐待の早期発見・早期解決には、
同じ地域に暮らす皆さんの＂気づき＂
が不可欠です。虐待を受けている子
どもは、言葉で直接訴えることがで
きなくても、何らかのサイン（右下
参照）を出していることが多くあり
ます。もし、「虐待かな」と思うこと
があれば、皆さんには連絡（通告）す
る義務がありますので、子育て支援
総合センター等へ速やかに連絡（通
告）してください。

　なお、連絡（通告）した方が特定さ
れないように秘密は厳守され、虐待
でなかった場合でも責任が問われる
ことはありません。
［問合せ］子育て支援総合センター
‹5630－6351

オレンジリボンには
子ども虐待を防止するという
メッセージが込められています

子どもとの楽しい時間を作れるといいですね
� 子育てサポーター　山田洋子さん（吾妻橋三丁目在住）

　子育てサポーターとして、体調不良などの親御
さんに代わって、一時的に保育のお手伝いをして
います。
　最近、児童虐待のニュースが絶えませんが、悩
みなどを抱えていて苦しくても、親は子どもを守
るべき存在です。子育ては我慢と忍耐の連続なの
で、辛いときもあるでしょう。もし心に余裕がなくなったときは、友達
や私のようなサポーターに話をしてください。きっと、活路が見いだせ
るはずです。あるいは、「今週末はあの公園に遊びに行こう」というよう
なちょっとした予定を子どもと一緒に立てるだけでも、毎日が楽しくな
りますよ。

講演会「虐待で生じる家族の心理とその支援〝地域の見守りのあり方〞」
［とき］11月21日（金）午後6時半～ 8時［ところ］区役所会議室131（13階）
［講師］越谷心理支援センター所長　秋山邦久氏［定員］先着200人［費用］
無料［申込み］事前に電話で子育て支援総合センター‹5630－6351へ

　両国・文花子育てひろばでは、
子育ての悩み・不安を話せる「子
育て相談」や、おもちゃで遊ん
だり情報交換したりできる「子
育てひろば」、子どもの健康な
どに関する講座等を実施してい
ます。ぜひ、お気軽にお越しく
ださい。

両国子育てひろば（横網1−2−13）
［問合せ］‹3621－6455・相談専用‹3621－1314

文花子育てひろば（文花1−20−3）
［問合せ］‹5630－6027・相談専用‹3616－0393

いずれも月曜日、祝日、年末年始は休館
 上記以外に、子育て支援総合センター‹5630－6351・向島保健セ
ンター‹3611－6135・本所保健センター‹3622－9137でも相談可

　虐待には身体的虐待（殴る、蹴るなど）、心理的虐待（無視、兄弟間で
の差別的扱いなど）、ネグレクト（家に閉じ込める、食事を与えないなど）、
性的虐待（性的な被写体にする、性的暴力など）の4つのタイプがあります。
「おかしいな」と感じたら、すぐに下記へ連絡（通告）してください。

子育て支援総合センター（京島1−35−9−103）　‹5630−6351
［受付時間］月曜日～金曜日午前8時半～午後6時（祝日、年末年始を除く）
■緊急に対応が必要な場合は…

▼江東児童相談所‹3640－5432（月曜日～金曜日午前9時～午後5時 
＊祝日、年末年始を除く　＊江東児童相談所が閉庁している夜間、土・
日曜日、祝日、年末年始は東京都児童相談センター‹5937－2330へ） 

▼本所警察署‹5637－0110　 ▼向島警察署‹3616－0110

虐待が疑われるサイン

▼泣き叫ぶ声が頻繁に聞こえる

▼衣服や体が極端に不潔である

▼夜遅くまで外にいる　など

2つの矩形が寄り添うシンボルは、
墨田区在住・在勤者、企業やNPOなどと、
区および区職員との協働・協治を表すものです。

●2面以降の主な内容
2・3面…第23回墨田区住民意識  

調査の結果
4・5面…東京都功労者表彰
   6面…すこやかライフ
7・8面…講座・教室・催し
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●�11月１日：立花ゆうゆう館が開
館した日
　平成６年のこの日、高齢者の健
康で明るい生活を支援することを
目的に、立花ゆうゆう館（立花６−
８−１−102）が開館した。地域コ
ミュニティ形成の拠点としての役
割を担う同館では、教養講座等を
開催している。


